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巻 頭 言

創刊 にあた って

大阪大 学医学部保健学科看護学専攻 は1993年10月 に開学 し、1994年4

月か ら学生 を受 け入れている。 したがって、実質的には1994年 か ら始 まっ

たような印象を多 くの人々に与 えている らしい。この学士課程への移 行

は、長期 にわたって切望 して きた ものであ り,さ らに優秀 で有 意の学 生

の入学 を迎 えただけに、未来へ の広が りがあ りうれ しく希望 の もて る感

覚が本学 の多 くの人にはあるようである。

1994年 度の看護学専攻で は、教官 は医療 短期大学部か ら移行の教官14

名 と新 たに看護職 の教授5名 が加 わった。'959697年 にわた って さ ら

に教官の増加が見込 まれてお り、最終的 には37名 が予定 されてい る。医療短期大学部 の2・3年 生

の教育 を共 に担 当 しなが ら、学士課程の建物や教育の準備 、 また大阪大学医学部保健学科看護 学専

攻 の第1期 生の教育活動が始 ま り、職員一同大童であるが なにか しら楽 しみ な今 日この頃である。

学士課程 と短期大学 との相違 は、教育におい ては専 門職能的 レベル と技術 的 レベルの相違であ り、

教官 については短期大学では教育への ウエ イ トが高 く、一方大学 では教育 とともに研 究 も重視 され

て くる。

そ こで、新 たな船出 を跡づ けるもの として、 この度 「大阪大学看護学雑誌」 と名付 ける紀要 を発

行す ることとした。当学科看護学専攻 と大阪大学病 院看護部の双方か ら研究論文 を広 く募集 し、 双

方の合同で編集 ・出版 ・発行 を行 ってい く。特 にこの種の出版 では、質保証 に留意するこ とが肝 要

であるが 、本誌では査読制度 を取 り入 れることに より、質的維持 を計 ることとした。

看護 の研究 は、 クライエ ン トへ のケア効果に看護 として責務 を とるな らば、科学 的責務の とれる

看護 の実践が肝要 であ り、そのために必要なのである。

特 に第1巻 は創設記念号であ り、船出の出発 を記す もの として、若手 の投稿 を歓迎 した。 これ は

この後 も同様であるが 、本誌 をあ しがか りとしてさらに研究が発展 し、将来多 くの優れた研 究者 の

輩 出を切望 している。

なお 、保健学科看護学専攻 開設 にあたって 、その開設記念 と して大阪府看護協会 よ り看護学専 攻

研究助成金の寄付 をいただいた。本誌 はこの助成金 を使 って発行 した ものであることをここに書 き

とどめて,深 く感謝の意 を表す る。

平成7年 如月

大阪大学医学部保健学科

看護学専攻主任 松 木 光 子
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